
今月
こんげつ

の行事食
ぎょうじしょく令和７年度

河野小学校
河野給食センター

　新
あたら

しい年
とし

を迎
むか

えました。「新春
しんしゅん

」とはいえ、寒
さむ

さはこれから一段
いちだん

と厳
きび

しくなります。

「ただいま」の後
あと

、「いただきます」の前
まえ

には、せっけんを使
つか

ってしっかり手洗
てあら

いをし

て、かぜやインフルエンザ、ノロウイルスの予防
よぼう

につとめましょう。朝
あさ

は体
からだ

が温
あたた

まるよ

うに、しっかり朝
あさ

ごはんを食
た

べて登校
とうこう

しましょう。

  周
まわ

りの人
ひと

と気持
きも

ちよく食事
しょくじ

を

するために、一人
ひとり

ひとりが食事
しょくじ

のマナーを守
まも

りましょう。

他
ほか

にも天神
てんじん

講
こう

給食
きゅうしょく

やプラスワン給食
きゅうしょく

を予定
よてい

しています。お楽
たの

しみに。

セルフおむすび（１５日
にち

）

 　１月
がつ

１７日
にち

は「おむすびの日
ひ

」です。１９９５年
ねん

、１月
がつ

１７日
にち

の早朝
そうちょう

に発
はっ

生
せい

した阪神
はんしん

・淡路
あわじ

大震災
だいしんさい

をきっかけに制定
せいてい

されました。被災地
ひさいち

に「おむす

び」が届
とど

けられた温
あたた

かい心
こころ

の象徴
しょうちょう

として記念日
きねんび

としました。米
こめ

の重要性
じゅうようせい

と炊
た

き出
だ

しボランティアの善意
ぜんい

を広
ひろ

める活動
かつどう

を行
おこな

う日
ひ

として制定
せいてい

されました。

小正月
こしょうがつ

　水
みず

ようかん(１６日
にち

）

　１月
がつ

１５日
にち

は「小正月
こしょうがつ

」です。１年
ねん

で最初
さいしょ

の満月
まんげつ

の日
ひ

で小豆
あずき

がゆや小豆
あずき

ご

はんを食
た

べます。その年
とし

の豊作
ほうさく

を祈
いの

る行事
ぎょうじ

や、お正月
しょうがつ

の飾
かざ

りや書
か

き初
ぞ

めを焼
や

く、どんど焼
や

きがよく行
おこな

われます。

年明
としあ

けうどん（８日
ようか

）

   純白
じゅんぱく

で清楚
せいそ

なうどんに紅
あか

いトッピングを添
そ

え、年
とし

の初
はじ

めに食
た

べることで、

その年
とし

の人々
ひとびと

の幸
しあわ

せを願
ねが

うものです。簡単
かんたん

にできるお正月
しょうがつ

の「お祝
いわ

い」の料
りょ

理
うり

です。

鏡
かがみ

開
びら

き　五目
ごもく

ぞうに（１０日
とおか

）

　１月
がつ

１１日
にち

は鏡開
かがみびら

きです。神様
かみさま

にお供
そな

えしたもちを下
さ

げ、木槌
きづち

や手
て

で割
わ

り

ほぐし、お汁粉
しるこ

や雑煮
ぞうに

にします。特
とく

に、鏡餅
かがみもち

を食
た

べることを「歯固め
はがた

」とい

い、歯
　　は

が丈夫
じょうぶ

で長生
ながい

きできるようお祈
いの

りします。

長崎県
ながさきけん

ふるさと給食
きゅうしょく

　　ちゃんぽん麺
めん

（１３日
にち

）

　「ちゃんぽん」という名前
なまえ

は、ポルトガル語
ご

の混
ま

ぜるという意味
いみ

の「チャ

ンポン」に由来
ゆらい

するという説
せつ

や、中国語
ちゅうごくご

の簡単
かんたん

なごはんという意味
いみ

の「シャ

ンポン」がなまったものという説
せつ

などがあります。

　長崎県
ながさきけん

はひじきの生産量
せいさんりょう

が全国
ぜんこく

一位
いちい

なので、「ひじきごはん」も実施
じっし

しま

す。


